
外国人教員による少人数制の英語授業を英語
だけで行い、実践的な英語力（コミュニケーショ
ン能力、リスニング能力、リーディング＆ライティ
ング能力）を身に付けるとともに、TOEIC試験
などの社会で必要とされる英語力を向上させる
授業も用意しています。

グローバル・メディア・スタディーズ学部

グ ロー バ ル ・ メデ ィア 学 科
英 語 、I T を 駆 使し 、グロ ー バ ル 化 す る 社 会 で 活 躍 できる 人 材 を 育 成 す る

　学科の特色

社 会で役 立 つ
実 践 的な英 語 力が身につきます

グローバル化によって複雑化した世界規模の問題
を解決するために、現代の教養であるメディアやIT

（Information Technology）を中心に、幅広い学問（経
営学，経済学，政治学，法学，文化学，コミュニケーショ
ン学，情報学，社会学）を学び、グローバル化した企業
などで真に必要とされる実践的な人材を育成します。

グローバルな視 点から
幅 広い学 問を学ぶことができます

長期・短期の海外留学、海外インターンシップ、
ボランティアなどを積極的に推奨、支援していま
す。海外経験を積むことにより、学生時代にグ
ローバルに活躍できる能力を身に付けることが
できます。また、海外の大学で修得した単位を
積極的に卒業単位として認めています。

グローバルな人 材を
育てるための海 外 留 学を支 援

■ 必修　■ 選択必修　■ 選択

科目名 学年
1 2 3 4

Oral Communication Ⅰ・Ⅱ ■
Written Communication Ⅰ ■
International Communication Ⅰ ■
グローバルメディアスタディーズ概論 ■
メディアリテラシー ■
グローバルマネジメント ■
情報リテラシー ■
情報リテラシー実習 ■
Oral Communication Ⅲ ■
Written Communication Ⅱ・Ⅲ ■
International Communication Ⅱ ■
演習Ⅰ ■
基礎演習 ■ ■
演習Ⅱa ■ ■
演習Ⅱb ■ ■
演習Ⅲa ■
演習Ⅲb ■
卒業研究 ■
グローバル戦略論 ■ ■ ■ ■
メディアと企業 ■ ■ ■ ■
国際関係とメディア ■ ■ ■ ■
インターネットとメディア ■ ■ ■ ■
メディアと情報 ■ ■ ■ ■
グローバルメディア概論 ■
統計分析基礎 ■ ■ ■
技術とメディア ■ ■ ■
メディアとセキュリティ ■ ■ ■
グローバルイシューと国際公法 ■ ■ ■
グローバルマーケティング ■ ■ ■
メディア文化論 ■ ■ ■
グローバルイシューと国際私法 ■ ■ ■
グローバル企業行動論 ■ ■ ■
ミクロ経済分析基礎 ■ ■ ■
表象メディア論 ■ ■ ■
国際経済統計入門 ■ ■ ■
マクロ経済分析基礎 ■ ■ ■
ポリティカル・サイエンス入門 ■ ■ ■
マスメディアと政治 ■ ■ ■
メディア法基礎 ■ ■ ■
メディア法応用 ■ ■ ■
Study Abroad Ⅰ〜Ⅳ ■ ■ ■ ■
メディア・コミュニケーション論 ■ ■ ■ ■

科目名 学年
1 2 3 4

コンピュータワークショップⅠ〜Ⅳ ■ ■ ■ ■
Webコンテンツ基礎 ■ ■ ■ ■
アドバンストマーケティング ■ ■ ■ ■
コンテンツビジネス ■ ■ ■ ■
メディア社会史 ■ ■ ■ ■
マーケティング・コミュニケーション ■ ■ ■ ■
統合リスクマネジメント ■ ■ ■ ■
世界政治とメディア ■ ■ ■ ■
Advanced English Ⅰ〜Ⅳ ■ ■ ■
情報社会論 ■ ■ ■
企業会計の実務 ■ ■ ■
グローバル交流論 ■ ■ ■
英語圏文学概論 ■ ■ ■
映像コンテンツデザイン各論 ■ ■ ■
Eコマース論 ■ ■ ■
マルチメディアコンテンツデザイン演習 ■ ■ ■
Journalism Ⅰ・Ⅱ ■ ■ ■
コミュニケーションと社会 ■ ■ ■
ファイナンスと経営学Ⅰ・Ⅱ ■ ■ ■
イスラムと文化 ■ ■ ■
グローバル市民社会論 ■ ■ ■
映像コンテンツデザイン演習 ■ ■ ■
クラウドサービスとデータマイニング ■ ■ ■
Webコンテンツデザイン各論 ■ ■ ■
社会調査入門 ■ ■ ■
知識経営論 ■ ■ ■
キリスト教文化 ■ ■ ■
国際法 ■ ■ ■
デジタルメディアと遊び ■ ■ ■
Webコンテンツデザイン演習 ■ ■ ■
グローバル文化論 ■ ■ ■
異文化経営論 ■ ■ ■
データ解析法入門 ■ ■ ■
韓国の文化と社会 ■ ■ ■
国際協力法 ■ ■ ■
メディアとデータベース ■ ■ ■
放送メディア論 ■ ■ ■
スクリーン・カルチャー ■ ■ ■
ダイレクトマーティング ■ ■ ■
ソーシャルメディア論 ■ ■ ■
メディア制度論 ■ ■ ■
マーケティング・リサーチ入門 ■ ■ ■

科目名 学年
1 2 3 4

東南アジアの文化と社会 ■ ■ ■
中国の文化と社会 ■ ■ ■
オルタナティブ・メディア論 ■ ■ ■
コンテンツデザイン概論 ■ ■ ■
音楽メディア論 ■ ■ ■
Global Management of Technology ■ ■ ■
グローバル経営論 ■ ■ ■
グローバルビジネス人材マネジメント ■ ■ ■
グローバル創造都市とアート政策 ■ ■ ■
英語学概論 ■ ■ ■
映像コミュニケーション実習 ■ ■ ■
情報保護と社会 ■ ■ ■
マルチメディアコンテンツデザイン各種 ■ ■ ■
コミュニケーションと産業 ■ ■ ■
コミュニケーションと文化 ■ ■ ■
コミュニケーションとテクノロジー ■ ■ ■
コミュニケーションとマスメディア ■ ■ ■
グローバル・マクロ経済論 ■ ■ ■
グローバル経済開発論 ■ ■ ■
現代政治の数量分析 ■ ■ ■
現代政治過程分析 ■ ■ ■
外書講読1・2 ■ ■ ■
音声学 ■ ■ ■
英文法 ■ ■ ■
GMSキャリア講座Ⅰ〜Ⅴ ■ ■ ■
ＧＭＳキャリアデザインⅠ・Ⅱ ■ ■ ■
グローバル・ポリティックス ■ ■ ■
特許と商標の経済分析 ■ ■
International Communication Ⅲ〜Ⅵ ■ ■
広告文化論 ■ ■
著作権の経済分析 ■ ■
情報メディア開発論 ■ ■
比較メディア制度論 ■ ■
メディアイベント論 ■ ■
ネットワーク進化論 ■ ■
都市とメディア ■ ■
ドキュメンタリーの視線と実践 ■ ■
国際標準化論 ■ ■
異文化間コミュニケーション論 ■ ■
ドキュメンタリー制作演習 ■ ■
海外演習実践講座Ⅰ〜Ⅲ ■ ■
海外演習Ⅰ〜X ■ ■

総計：1,438人
2018年5月1日時点

女子：786人
（55%）

男子：652人
（45%）

専門教育科目：98単位
全学共通科目：14単位
広  域  選  択：20単位

■ 必修：24単位
■ 選択必修：12単位
■ 選択：62単位

卒業に必要な単位132単位

　 4 年 間の流れと身につく力

■ グローバルな問題を多角的にとらえる視野を得られる。
■ ビジネスでも通用する英語力が身につく。
■ メディアやコンテンツを創出する力を習得できる。

4年間で身につく力

アパレル、金融、観光、IT、通信業界などで活躍しています。

IT・メディア系専門教員による情報リテラシー及びメディアリテラシー、外
国人教員による実践的英語を学ぶ。

1
年 次

長期・短期の留学、海外インターンシップにより海外経験を積み、グローバ
ルに活躍できる能力を身につける。

2
年 次

学際的な専門分野の中から興味ある分野を、各分野の専門教員による演
習科目に参加し、より深く学ぶ。

3
年 次

専任教員と第一線の実務家との共同授業を受け、外部との連携により産
業界の今を知り、就業力を高める。

4
年 次

■ Google とYahoo! JAPAN の検索連動型広告における独自性の調査
■ SNSと社会問題 ―コミュニケーション形態の変化 ―
■ 映画のロケーション誘致による地域活性化―映画ロケが地域に与える影響
■ 企業と消費者をつなぐメディア ―共感から拡散される情報―
■ 加速度センサを使ったiPhoneアプリの開発

卒論テーマ・研究課題例

卒業後の進路

産業界の今を知り、地域活性化に取り組むプログラムの一環と
して、実務家や第一線で活躍するクリエーターを講師に招き、
専任教員との共同授業を開講しています。
技術革新が目覚ましいメディアやコンテンツの理論と実践の両
面からアプローチし、それぞれの理解を深め、経済成長の一
端を担うリーダーを育成します。

▶ 学 科  T O P I C S
GMSキャリア講座（旧：実践メディアビジネス講座）

在 学 生 m e s s a g e

教 員 m e s s a g e

佐藤 果歩
グローバル・メディア学科 4年

星美学園高等学校 出身

Mon. Tue. Wed. Thu. Fri .
1 マルチメディアコンテンツデザイン各論
2 グローバルマーケティング グローバル企業行動論 メディアと情報 マルチメディアコンテンツデザイン演習 ミクロ経済分析基礎
3 実践メディアビジネス講座Ⅰ 社会学A Academic Writ ing 人間観A Academic Writ ing
4 企業会計の実務 マーケティングリサーチ入門 グローバル交流論 グローバル・ポリティックス
5 Oral CommunicationⅢ 実践メディアビジネス講座Ⅴ Oral Communication Ⅲ

　海外で活躍する俳優さんや洋楽アーティストの言葉を聞き取
れるのが楽しくて、元々英語学習には身を入れていました。大学
でも英語力を伸ばしたい、さらにITや政治経済、国際文化など
幅広く学びたいと思い、この学科を志望しました。実際に学んで
みると英語を使ってディスカッションを行う機会も多く、海外からの
留学生にも物怖じすることなく、自分の考えを伝えられるようになり

ました。またIT分野にも興味が広がり、ウェブサイトやスマホアプ
リの制作につながるプログラミング言語の勉強にも励んでいます。
そしてなにより意欲的な友人にも恵まれたおかげで、外国人向け
のツアーガイドや交流イベントの手伝いなども始めました。卒業後
は英語を使って海外の人 と々交流できる仕事に就きたいと考える
ようになり、英会話やビジネス関係の授業にも力を入れています。

英 語はもちろん、I T やビジネスの勉 強にも励んでいます

2年次前期の時間割

コクヨ／ノーリツ／富士通／全日本空輸／日本航空／JALスカイ／三谷商事／
日本郵政グループ／西武信用金庫／岡三証券／あいおいニッセイ同和損害保
険／帝国データバンク／東映アニメーション／JTBグループ／阪急交通社／ア
ウンコンサルティング／アミューズ／ぐるなび／ノバレーゼ／さいたま市消防局／
東京消防庁／川崎市教育委員会（教員）

主な就職先

取得可能な資格

※詳細はP79をご覧ください。

※詳細はP81をご覧ください。

※2018年3月卒業生実績

2020年度（予定）　 専 門 教 育 科目

　急速な経済発展を遂げた中国では都市と農村の間の格差が大き
くなっています。都市部では海外旅行に出かける住民もいる一方で、
農村部では、自家用車を持つ世帯は2割に満たない。さぞかし不満
がたまっているだろうと思いきや、意外とそうでもないのです。詳しく調
べてみると、住民の多くは、自分たちも将来所得が上がると期待して
いて、いまは格差があってもいいと受容しているんです。その裏返し
で、同じ村の中で、ある人だけ突出して裕福になると、コネがあるか
らだろうなどと囁かれて、不満が膨らむという実態が見えてきました。
中国経済は、いま二重の罠に直面しています。一つは中所得国の

中 国 経 済はどこへ 向 かうのか

罠です。経済がある程度発展して外国の技術にキャッチアップする
と、外国からの技術導入や模倣に頼るのが難しくなるので、自主的
な技術開発が求められるようになります。もう一つが体制移行の罠で
す。かつての計画経済から市場経済への移行を進める中で、たとえ
ば国有だった工場を民営化しようとすると、既得権益が失われるか
らと反対する抵抗勢力が必ず現れ、市場経済への参入を拒むので
す。いまや中国と日本の経済は密接に関連しており、中国の景気に
陰りが見えれば、日本も対岸の火事ではすみません。中国経済の動
向はこれからも注視していく必要があるでしょう。

星野 真
専門：開発経済学・中国経済

星野先生の研究
実績はこちらから
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